
 

 

実施主体 公益信託しまね女性ファンド事務局 

事業名称 2021 年度 公益信託しまね女性ファンド助成事業 【前期】 

問合せ先 

〒694-0064 大田市大田町大田イ 236-4 

島根県立男女共同参画センター「あすてらす」公益財団法人しまね女性センター内 

公益信託しまね女性ファンド事務局 

TEL 0854-84-5514  FAX 0854-84-5589 

 

趣  旨   女性たちが主体的に企画・運営する事業を支援します。 

対象団体  ・島根県の女性たちが中心となって活動している民間の団体やグループ。 

・構成員はおおむね 10 名以上（初回申請のみ 5 名以上）で、その半数以上が女性であ

ることが目安となる。また代表者が女性で、役員の半数以上が女性であること。 

・営利法人や行政機関は対象とならない。 

対象事業  ・島根県の女性たちが自主的・主体的に企画実施する事業。 

・一般に開放され、地域への影響力が大きく、ネットワークの広がりがある事業。 

※行政が主催、主導する事業や、行政の支援が適当と考えられる事業は対象外。 

※営利を目的とした活動、政治活動、宗教活動は対象外。 

応募方法    助成申込書（所定用紙）、事業計画書（同）、ほか必要添付書類を郵送または持参する。

申込みに必要な書類は、ホームページからダウンロード可能。（「しまね女性ファンド」

で検索） 

助成金額  ・対象経費の 2／3 を助成（1 万円単位で上限 50 万円） 

・男女共同参画社会づくりの普及・啓発活動は、対象経費全額を助成 

（1 万円単位で上限 10 万円） 

応募締切  【前期】令和 3 年 1 月 15 日（金） 

 

実施主体 一般財団法人 ハウジングアンドコミュニティ財団 

事業名称 2021 年度 住まいとコミュニティづくり活動助成 

問合せ先 

〒105-0014 東京都港区芝 2-31-19 バンザイビル 7 階 

一般財団法人 ハウジングアンドコミュニティ財団（助成係） 

TEL：03-6453-9213 FAX：03-6453-9214 

URL：http://www.hc-zaidan.or.jp/program.html 

 

趣  旨  今日の住まいとコミュニティに関する多様な社会的課題に対応するため、「地域・コミュ 

ニティ活動助成」と「住まい活動助成」のそれぞれに対して助成を行います。 

 

島根県社会福祉協議会 地域福祉部・ボランティア活動振興センター（担当：西山） 

TEL 0852-32-5997／FAX 0852-32-5982／E-mail voc@fukushi-shimane.or.jp 

ボランティア・NPO 活動情報、助成情報はこちら→「島根いきいき広場」https://www.shimane-ikiiki.jp/ 

※助成金の詳細は各助成元のＨＰ等でご確認ください。また、お問い合わせはそれぞれ 

の助成元へ直接お願いします。 

＊配信停止および配信先変更をご希望の場合は、ご連絡ください。 
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応募資格  今日の住まいとコミュニティに関する多様な社会的課題に対応するため、「地域・コミュ 

ニティ活動助成」と「住まい活動助成」の二本立てとし、助成を行います。 

対象団体  営利を目的としない民間団体（特定非営利活動法人、法人化されていない任意団体等） 

団体として、代表責任者が明確であること、意思決定のしくみが確立されていること、予 

算決算を含む会計処理が適切に行われていること。 

対象活動  今日の人口減少社会、少子高齢化社会等を背景にした住まいとコミュニティに関する課題 

に取り組む市民の自発的な地域づくり・住まいづくり活動で、地域住民が主体的に関わっ 

ている次に掲げるもの。 

      ・社会のニーズに対応した地域活動   ・地域環境の保全と向上 

      ・地域コミュニティの創造・活性化   ・安心・安全に暮らせる地域の実現 

 ・その他、豊かな住環境の実現に繋がる活動 

助成区分  ●地域・コミュニティ活動助成 

       地域づくりやコミュニティを基軸にした広範な市民活動に対する助成 

●住まい活動助成 

       住まいや住宅地、団地、マンションなどを活動対象にして今日の多様な住宅問題に取り 

組む活動に対する助成 

助成期間  令和 3 年 4 月 1 日（木）～令和 4 年 3 月 10 日（木） 

助成金額  1 件あたり 120 万円以内（助成額は、助成希望額通りにならない場合があります。） 

※地域・コミュニティ活動助成 10 件程度、住まい活動助成 10 件程度の合計で 20 件程 

度を選考する予定です。 

申込方法  様式にパソコンで入力、作成し、必要書類を添付し郵送してください。様式はホームペー 

ジからダウンロード可能。 

応募締切  令和 3 年 1 月 13 日（水）※必着 

 

実施主体 公益財団法人 杉浦記念財団 

事業名称 第 10 回 杉浦地域医療振興賞 

問合せ先 

〒474-0011 愛知県大府市横根町新江 62-1 

公益財団法人 杉浦記念財団 

TEL：0562-45-2731  FAX：0562-45-2732 

E-mail：info@sugi-zaidan.jp 

 

趣  旨  地域医療を振興し、国民の健康と福祉の向上に優れた成果をおさめ、住み慣れた地域で安 

心して、その人らしく住み続けることを支援する活動を行った団体・個人の取り組みにつ 

いて、その主体者である団体・個人を対象に表彰します。 

地域医療に貢献した人々の活動に光を当てることで、全国の活動の機運が広がること、ま 

た奨励、促進する環境を醸成することを目的に助成します。 

選考対象  研究者、専門職（医師、歯科医師、看護師、薬剤師、介護福祉士等）、その他（自治体、 

NPO、ボランティア等）の方で、全国に波及する可能性を有する活動を行っている団 

体・個人。ただし、その活動が現在も継続しているものに限ります。 

審査基準  世の中全体が激動期であるので、この褒賞の内容が羅針盤の役割を果たせるものであるこ 

とが望ましい。その観点から以下の 4 点を選考基準とする。 

・地域から全国への展開できる内容であること。 

      ・長年にわたり地域のために貢献していること、あるいは今後も継続性のある活動である 

こと（論文の数などではない。） 

      ・イノベーティブ（地域医療の新しい仕組みづくりの提案）なものであり、今後広く公表 

する必要があること 



      ・過去にも相応の実績を有すること 

褒賞の内容 記念品を授与するとともに、副賞として 200 万円を贈呈します。 

応募方法  所定の申請書にご記入の上、メールにて送付してください。 

      申請書は、ホームページ（http://sugi-zaidan.jp）からダウンロードが可能です。 

応募締切   令和２年 1２月 31 日（月） 

 

実施主体 特定非営利活動法人 コーポレートガバナンス協会 

事業名称 第 22 回 北川奨励賞 

問合せ先 

〒231-0006 神奈川県横浜市中区南仲通 3 丁目 30 番地 スギヤマビル 3 階 

特定非営利法人コーポレートガバナンス協会 北川奨励賞事務局 高橋 

℡：045-263-6965   FAX: 045-263-6966   

E-mail：info@teamcg.or.jp 

URL : http://www.teamcg.or.jp   
 

目  的  本賞は「難病や障がいのある子どもおよびその家族を支援する比較的規模の小さな団体等」 

を対象としており、当会の設置する選考委員会の審査により「受賞によって、一層の活動が 

期待でき、かつ各方面の助成を受け難い立場の応募者を優先する」とともに、「地道な活動 

に対して継続した支援を行っていける」ことを期待するものです。               

対象活動  難病や障がいをもつ子ども達とその家族に対して社会医学的な実践、セルフヘルプ活動、 

又はボランティア活動を進めており、すでに何らかの実践を行っている個人、または比較 

的規模の小さなグループ等の活動。 

対象範囲  ・団体活動の運営に関する費用  ・会の主催する講演会・研修会・イベントの開催費用 

・その他難病や障がいをもつ子どもとその家族の支援に関する活動費用 

・今年度は特に新型コロナウィルス感染症の拡大に伴い活動をどのように工夫されたのか、 

またどのような活動をする予定なのかを対象に加える。 

贈呈金額  1 件 上限 50 万円 

応募方法  一次選考（令和 3 年１月 15 日（金）必着）所定の応募用紙に必要事項を記入し、事務 

局宛にメールで送信してください。② 二次選考 一次選考で選出された団体に 2 月上旬

までに個別に連絡します。 

応募締切  令和３年 1 月 15 日（金）※必着 

 

実施主体 公益財団法人 公益推進協会 

事業名称 軌道修正型奨学金『逸男記念・再チャレンジ奨学金 2021 年度生』 

問合せ先 

〒105-0004 東京都港区新橋６-７-９ 新橋アイランドビル２階 

公益財団法人公益推進協会 逸男記念・再チャレンジ奨学金 事務担当 高野 

TEL：03-5425-4201 FAX：03-5405-1814（平日の 10：00～18：00） 

E-mail：info＠kosuikyo.com  

URL：https://kosuikyo.com/%e5%a5%a8%e5%ad%a6%e9%87%91 
 

趣  旨  次世代を担う人材の育成を図るため、向学心があり一度進んだ道を辞めて、軌道修正して 

別の道にチャレンジしたいが、それが経済的理由により困難な人に対して、修学上必要な 

資金（奨学金）を大学等教育機関在学の期間支給することで奨学援護を行い、もって社会 

に有為な人材を育成することを目的とします。 

応募資格  過去に日本国内の大学又は専門学校を卒業（中退含む）したが、何らかの事情で方向を変 

え、新たに医療・福祉・看護等を学ぶため、日本国内の大学又は専門学校に進学を希望す 

る者。ただし、国籍・年齢・性別を問わず、人物・学力共に優れ、かつ向学心に燃えてい 



るが、経済上の理由【世帯年収…給与所得者 500 万円以内（収入金額）・給与所得者 

200 万円以内（所得金額）また、両親のいずれかが会社経営者の方は対象外】により就 

学が困難であることが認められ奨学援護を希望する者。また、すでに新たな学校に入学し 

ている場合は、入学初年度生に限るが、入学前の学生を援護する。 

給 付 等  教育機関の最短修学年限（12～48 ヶ月）において、以下の金額を支給する。 

※月次給付金 5 万円（年 60 万円・就学時最小 60 万円・最大 240 万円） 

なお、毎学期末に在学証明書での確認を行い、半期ごとに振り込む。 

申込方法  様式に必要事項を自筆で記入し、下記の書類を添付し送付する。 

・本人の属する同一世帯の住民票（コピー不可） 

・同一世帯の所得を証明する書類 

・過去に卒業（中退）した日本国内の大学または専門学校に在籍していたことの証明及び 

その当時の成績証明書・・・出身大学（専門学校）発行 

※様式は、ホームページからダウンロード可能。 

応募期間  令和 3 年 1 月 12 日（火）※当日消印有効 

※この奨学金は返済の義務はなく、他の奨学金制度との併用も可能です。 

 

実施主体 公益財団法人 パブリックリソース財団 

事業名称 2021 年度「未来につなぐふるさと基金」協働団体募集 

問合せ先 

〒104-0043 東京都中央区湊 2-16-25-202 

公益財団法人パブリックリソース財団 未来につなぐふるさと基金事務局（担当：松本） 

TEL：03-5540-6256 FAX：03-5540-1030 

URL：https://www.info.public.or.jp/furusato 

E-mail：furusato@public.or.jp 

 

趣  旨  本プロジェクトでは、協働団体の持続性・発展性を支援するために、助成金の支援に加 

え、組織基盤の強化、プログラムの運営、写真教室の開催などの支援も行います。本趣旨 

にご賛同いただき、生物多様性に関する市民参加型プログラムや情報発信を通じて、私た 

ちと共に社会への啓発に取り組んでいただける協働団体を募集します。 

対象団体  NPO 法人、一般法人、公益法人、任意団体などの市民活動団体 

対象プログラム 

生物多様性の保全・啓発を目的とした、MY 行動宣言につながる以下のいずれかに該当す 

る市民参加型プログラム 

①【たべる】地域で生産された農産物を、その地域で飲食することを通じて、農産物その 

ものやそれを取り巻く気候・風土への関心を広げる活動 

②【ふれる】自然や動植物とのふれあいを通じて、生物のつながりを体験する活動 

③【つたえる】自然や動植物を観察し、記録・表現する活動 

④【まもる】自然や生きものを調査・保全・再生する活動 

⑤【えらぶ】エコラベル等が付いた、環境にやさしい商品を選んで購入するなどの行動に 

結びつくような行動 

支援内容 （１）助成金：1 団体あたり年間上限 50 万円 

（２）上記助成金に加え、助成金以外の支援を提供致します。 

      ①生物多様性に関する専門性や組織運営力の向上を支援 

      ②「生物多様性をテーマとした写真教室」実施に必要な支援 

      ③報告会（協働団体同士の活動内容やノウハウを共有する場）の開催 

応募方法  「未来につなぐふるさと基金」ウエブサイトからオンラインで応募ください。 

応募締切  令和 3 年 1 月 18 日（月） 


